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発
電
は
二
酸
化
炭
素
を
出
さ
な
い
た
め
近
年
急
増
し

て
い
る
。
し
か
し
、
太
陽
光
は
、
今
年
一
月
の
寒
波

に
よ
る
積
雪
や
悪
天
候
に
よ
り
発
電
で
き
な
く
な
っ

た
。

　

風
力
発
電
も
寒
波
に
弱
い
。
ア
メ
リ
カ
テ
キ
サ
ス

州
で
は
、
今
年
二
月
、
百
二
十
二
年
ぶ
り
と
言
わ
れ

る
寒
波
が
到
来
し
、
州
の
電
力
の
三
割
を
占
め
る
風

力
発
電
機
が
凍
り
電
力
供
給
が
止
ま
っ
た
の
だ
。
日

本
の
山
間
部
で
も
、
毎
年
寒
い
時
期
は
風
力
発
電
が

凍
っ
て
発
電
し
な
く
な
る
状
態
と
な
っ
て
い
る
。

　

環
境
に
良
い
太
陽
光
や
風
力
発
電
の
普
及
は
今
後

も
大
い
に
進
め
る
べ
き
だ
。
だ
が
、
天
候
に
左
右
さ

れ
な
い
発
電
設
備
も
同
時
に
必
要
な
の
で
あ
る
。

㈢ 

火
力
発
電
に
お
け
る 

�

化
石
燃
料
依
存
の
怖
さ

　

次
に
、
火
力
発
電
の
問
題
を
見
て
み
よ
う
。
火
力

発
電
は
、
天
候
に
左
右
さ
れ
ず
電
力
需
要
の
変
動
に

も
柔
軟
に
対
応
で
き
る
。
だ
が
、
燃
料
と
な
る
石

炭
・
石
油
・
液
化
天
然
ガ
ス
は
、
ほ
ぼ
一
〇
〇
％
海

外
か
ら
の
輸
入
と
い
う
問
題
が
あ
る
。

　

石
炭
は
、
主
に
豪
州
や
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
、
石
油
は

主
に
中
東
、
液
化
天
然
ガ
ス
は
豪
州
や
近
年
は
米
国

か
ら
の
輸
入
も
増
え
て
い
る
。
海
外
依
存
の
状
態
で

は
、
常
に
輸
入
元
の
情
勢
や
輸
入
経
路
の
治
安
の
悪

化
に
影
響
を
受
け
る
。

　

特
に
、
石
油
は
八
七
％
を
中
東
に
依
存
し
て
お
り
、

輸
入
経
路
は
、
危
険
な
場
所
が
多
い
。
ホ
ル
ム
ズ
海

峡
や
マ
ラ
ッ
カ
海
峡
で
は
、
海
賊
行
為
が
横
行
し
、

昨
年
日
本
船
籍
の
船
が
爆
破
さ
れ
た
。
米
中
関
係
の

悪
化
や
中
東
情
勢
の
混
乱
に
よ
っ
て
年
々
不
安
定
化

し
て
い
る
現
在
の
情
勢
は
、
化
石
燃
料
輸
入
に
お
け

る
リ
ス
ク
と
な
っ
て
い
る
。

　

米
国
か
ら
の
輸
入
経
路
に
あ
る
、
パ
ナ
マ
運
河
は
、

くにまもりの提言

㈠ 

危
機
に
瀕
す
る 

�

日
本
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
供
給
事
情

　

十
年
前
の
福
島
第
一
原
発
事
故
で
、
原
発
の
あ
り

方
は
一
変
し
た
。
当
時
日
本
に
五
十
四
基
あ
っ
た
原

発
だ
が
、
十
年
経
っ
た
今
、
廃
炉
が
決
定
し
た
の
は

二
十
一
基
に
上
る
。
一
方
、
今
年
一
月
、
電
力
会
社

は
藁
に
も
す
が
る
思
い
で
節
電
を
訴
え
て
い
た
。
背

景
に
は
日
本
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
供
給
体
制
の
問
題
が
浮

上
す
る
。
現
在
日
本
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
量
は
世
界

第
四
位
で
あ
り
、
そ
れ
を
支
え
て
い
る
電
力
は
、
主

に
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
、
火
力
発
電
、
原
子
力
発

電
の
三
つ
の
方
法
で
賄
わ
れ
て
い
る
。
エ
ネ
ル
ギ
ー

消
費
大
国
で
あ
る
日
本
で
は
、
こ
れ
ら
の
発
電
方
法

の
そ
れ
ぞ
れ
に
問
題
を
抱
え
て
い
る
。

㈡ 

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
弱
点

　

ま
ず
は
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
問
題
を
見
て

み
る
。

　

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
、
中
で
も
太
陽
光
や
風
力

◎
く
に
ま
も
り
の
提
言
◎�

東
日
本
大
震
災
か
ら
十
年
、

今
こ
そ
日
本
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
問
題
を
考
え
る
藤ふ

じ

河か
わ

　
愛あ

い
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船
が
一
隻
ず
つ
し
か
通
れ
な
い
ほ
ど
細
く
、
し
ば
し

ば
渋
滞
が
発
生
す
る
。
今
年
の
寒
波
で
電
力
会
社
が

節
電
を
訴
え
た
大
き
な
原
因
の
一
つ
は
、
こ
の
パ
ナ

マ
運
河
の
渋
滞
に
よ
っ
て
、
追
加
調
達
し
た
船
が
遅

れ
た
か
ら
だ
。

　

更
に
、
二
酸
化
炭
素
排
出
量
削
減
の
観
点
か
ら
も

化
石
燃
料
は
問
題
視
さ
れ
て
い
る
。

　

中
で
も
石
炭
は
、
発
電
単
位
あ
た
り
の
二
酸
化
炭

素
排
出
量
が
多
く
、
環
境
省
は
石
炭
火
力
発
電
所
の

廃
炉
を
急
い
で
い
る
。
一
方
、
液
化
天
然
ガ
ス
は
石

炭
や
石
油
に
比
べ
二
酸
化
炭
素
排
出
量
が
少
な
い
が
、

貯
蔵
温
度
マ
イ
ナ
ス
一
六
〇
℃
を
保
つ
だ
け
で
、
電

力
を
消
費
す
る
。
そ
の
た
め
、
備
蓄
は
わ
ず
か
二
週

間
分
し
か
な
い
。

　

二
酸
化
炭
素
排
出
量
も
多
く
備
蓄
も
ま
ま
な
ら
な

い
化
石
燃
料
に
、
一
次
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
内
八
五
％
も

海
外
依
存
し
て
い
て
は
、
危
機
的
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
供

給
体
制
は
こ
の
先
も
ず
っ
と
続
く
と
言
わ
ざ
る
を
え

な
い
。

㈣ 

原
発
の
必
要
性
を
考
え
る

　

最
後
に
、
原
発
の
問
題
に
つ
い
て
見
て
み
る
。
原

子
力
は
少
量
の
燃
料
で
大
容
量
発
電
が
で
き
、
備
蓄

年
数
も
二
～
三
年
あ
る
と
言
わ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は

液
化
天
然
ガ
ス
の
五
十
～
八
十
倍
だ
。
核
燃
料
サ
イ

ク
ル
を
行
え
ば
、
将
来
的
に
は
国
産
エ
ネ
ル
ギ
ー
と

な
る
可
能
性
も
秘
め
て
い
る
。

　

だ
が
、
原
発
の
安
全
性
に
関
し
て
は
、
東
日
本
大

震
災
以
降
疑
問
視
さ
れ
て
い
る
。
事
故
原
因
を
分
析

し
て
災
害
想
定
の
甘
さ
を
反
省
し
、
二
度
と
同
じ
過

ち
を
繰
り
返
さ
な
い
よ
う
に
新
規
制
基
準
が
設
け
ら

れ
た
。
し
か
し
、
設
備
が
増
え
る
こ
と
に
よ
り
運
転

員
も
増
え
、
却
っ
て
災
害
時
の
被
害
を
増
や
す
の
で

は
と
い
う
批
判
も
あ
り
、
ま
だ
議
論
の
余
地
が
あ
る
。

そ
も
そ
も
原
発
を
廃
止
し
ろ
と
い
う
意
見
も
あ
る
。

原
発
は
本
当
に
必
要
な
い
の
だ
ろ
う
か
。

　

我
々
は
、
一
昨
年
、
六
ケ
所
村
に
あ
る
日
本
の
原

子
力
技
術
の
根
幹
を
担
う
再
処
理
工
場
と
核
融
合
炉

研
究
所
の
見
学
、
及
び
社
員
の
方
々
と
の
交
流
会
を

実
施
し
た
。
東
日
本
大
震
災
の
年
に
入
社
し
た
人
は
、

こ
ん
な
時
だ
か
ら
こ
そ
核
燃
料
技
術
に
携
わ
り
た
い

と
思
っ
て
入
社
を
決
め
た
と
話
し
て
い
た
。
福
島
の

事
故
現
場
で
復
旧
作
業
を
し
て
い
た
方
は
、
原
発
の

必
要
性
に
思
い
悩
む
時
期
も
あ
っ
た
と
い
う
。
そ
れ

で
も
今
は
、
持
続
可
能
な
社
会
に
こ
そ
、
原
発
は
必

要
で
あ
り
、
安
全
に
運
用
す
る
技
術
は
、
他
国
に
と

っ
て
も
必
要
な
技
術
で
あ
る
と
の
想
い
を
持
っ
て
い

る
と
話
し
て
い
た
。
机
上
論
で
原
発
賛
成
や
反
対
を

主
張
す
る
の
で
は
な
く
、
原
発
の
現
状
を
真
正
面
か

ら
受
け
止
め
、
未
来
の
た
め
に
真
剣
に
取
り
組
ん
で

い
る
。
そ
ん
な
姿
を
目
の
当
た
り
に
し
た
。

　

東
日
本
大
震
災
か
ら
十
年
と
い
う
節
目
の
今
、
改

め
て
日
本
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
供
給
事
情
の
問
題
に
つ
い

て
考
え
、
ど
う
す
る
べ
き
か
を
議
論
し
て
い
く
必
要

が
あ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
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